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Research Abstract 多座配位⼦の化学構造が錯形成による⾦属イオンセンシング機能発現に及ぼす効果を包括的に評価し、これを新規センシング試薬の分⼦設計に利⽤することを
⽬的として、溶媒抽出法を中⼼に⽤い、以下のような基礎的研究を⾏った。 
[1]各種のピリジン-2-カルボニル化合物とジアミン類とから合成される含ペンダントアーム無電荷Schiff塩基を錯形成試薬に⽤いて、2価遷移⾦属イオンのイオ
ン対抽出選択性に及ぼすイミン窒素ドナー原⼦近傍の化学構造の効果について⽐較検討を⾏った。その結果、2つのイミン窒素原⼦間の架橋構造における⽴体的
束縛が⽴体的歪みやシールド効果によって抽出選択性に影響を及ぼすことが確かめられた。さらに、ペンダントアームのピリジン環をかさ⾼いキノリン環に置
き換えることにより、⽴体障害による抽出能の制御を⾏い、2価銅イオンの選択的抽出分離、すなわちイオンセンシングを実現した。 
[2]芳⾹族アミンの窒素原⼦に各種アリールスルホニル基を結合させてスルホンアミド型とした構造を有する新奇な⼆座及び四座配位⼦を設計し、2価遷移⾦属
イオンのキレート抽出試薬としての機能を評価した結果、これらが同⼀⾻格のフェノール型配位⼦と⽐較して亜鉛イオンに対する⾼いセンシング機能を⽰すこ
とが⾒いだされた。また、導⼊するアリールスルホニル基上の置換基の及ぼす効果を検討し、電⼦吸引性基の導⼊が抽出能の増⼤をもたらすこと、および、2-
位の置換基のみでは⽴体障害を⽰さず、2,6-⼆置換によってはじめて⽴体障害を⽰すことが⾒いだされた。
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